










まとめ 

(1)2 歳までの幼少期に仲間から離され,それ以後同年齢の雄と 1 対共生飼育された初産雌

は,正常に妊娠し,適切に子を哺育した。 

(2)この雌は子を床上に生み落しすぐ取り上げたが,経産雌は子に手を添え床に落すことは

なく,経験の差が見られた。 

(3)母の子に対する最初の関わりは,子を手で取り上げ,口によって子の体をなめることで

あり,母はその間に口を律動的に動かす友好の表情をし,子の顔を注視した。このような経

過をたどり,母の子に対する親密さがかたちづくられたと思われる。母が子を腹側より少し

離すと,子は頭部を前後に振る行動を示したが,吸乳はこの時期ではまだ現われなかった。 

(4)母が子を腹側に密着して抱くのは,産後しばらくたってからであり,子による把握動作

が明確になったときである。この時期になると,母は子を離そうとしないし,子も離れない

。 

(5)野外集団の場合を含め,母は一般に胎盤を食べるが,隔離飼育雌など,子の哺育不能なも

のは胎盤に対して特異な行動を示した。胎盤に対する行動は子の哺育となんらかの関わり

があると思われる。 

(6)授乳と吸乳は,産後しばらくして現われ,それにより母子の結びつきが強まった。 


